
〈
譲
渡
側
の
背
景
・
ニ
ー
ズ
〉

自
動
車
向
け
鍛
造
部
品
製
造
業
の
Ａ

社
は
、
か
つ
て
は
年
商
１１
億
円
、
経
常

利
益
約
２
億
円
の
業
績
だ
っ
た
が
、
主

要
取
引
先
が
マ
ツ
ダ
・
三
菱
自
動
車
系

列
の
下
請
企
業
に
偏
る
中
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
売
上
が
大
幅
減
少
。

い
ま
だ
そ
の
回
復
途
上
に
あ
っ
た
。

Ａ
社
の
現
社
長
は
、
社
長
に
し
て
い

た
娘
婿
が
早
世
し
て
し
ま
い
、
や
む
な

く
再
度
、
社
長
に
復
帰
し
て
い
た
。

社
内
に
は
社
長
の
娘
、
妹
婿
の
専

務
、
親
族
外
の
取
締
役
が
経
営
に
参
画

し
て
い
た
が
、
娘
は
後
継
者
と
な
る
こ

と
を
望
ま
ず
専
務
は
社
長
と
同
様
に
高

齢
で
あ
り
、
取
締
役
へ
の
事
業
承
継
は

高
額
な
自
社
株
評
価
が
ネ
ッ
ク
と
な
る

「
後
継
者
不
在
企
業
」
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、

Ａ
社
は
元
々
の
利
益
率
が
高
く
、
役
員

向
け
の
報
酬
や
生
命
保
険
料
、
地
代
等

を
合
算
し
た
実
質
的
な
利
益
で
は
依
然

高
収
益
で
、
約
９
億
円
の
金
融
資
産
を

有
す
る
無
借
金
企
業
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
Ａ
社
は
ニ
ッ
チ
だ
が
特
徴
あ

る
技
術
を
有
し
て
い
た
。
具
体
的
に

は
、
鍛
造
用
の
金
型
の
大
半
を
自
社
で

設
計
・
製
造
で
き
る
技
術
が
あ
り
、
他

社
で
は
対
応
し
に
く
い
小
型
・
複
雑
な

形
状
の
部
品
に
特
化
。
か
つ
多
品
種
・

短
納
期
の
体
制
を
築
い
て
い
た
。

顧
客
の
悩
み
を
キ
ャ
ッ
チ
し

Ｍ
＆
Ａ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

〈
譲
渡
側
取
引
金
融
機
関
の
動
き
〉

ａ
銀
行
は
、
Ａ
社
と
は
預
金
と
一
部

の
運
用
商
品
の
み
の
取
引
で
あ
り
、
そ

の
シ
ェ
ア
も
競
合
他
行
と
接
近
し
て
い

た
。
新
規
の
収
益
機
会
を
見
つ
け
る
た

め
に
、
取
引
店
舗
の
支
店
長
自
ら
が
足

繁
く
通
う
中
、
Ａ
社
の
後
継
者
不
在
と

い
う
悩
み
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
首
尾
よ
く

本
部
の
専
門
部
署
に
紹
介
。
複
数
回
の

折
衝
の
後
、
Ａ
社
の
社
長
は
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
自
社
の
譲
渡
を
決
断
し
た
。

通
常
、
Ａ
社
の
よ
う
に
優
良
な
財
務

内
容
で
あ
れ
ば
「
譲
受
企
業
」
と
想
定

し
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
新
事
業
の
獲
得
等

に
よ
る
業
績
改
善
を
提
案
す
る
こ
と
が

多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ａ
銀
行

の
支
店
長
は
先
入
観
に
捉
わ
れ
ず
、
真

の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
た
こ
と

が
本
件
の
ス
タ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
社
社
長
は
、
自

社
と
類
似
の
顧
客
基
盤
を
持
つ
近
隣
の

企
業
で
は
、
体
力
的
に
自
社
を
譲
り
受

け
ら
れ
る
企
業
は
な
く
、
自
社
の
受
注

状
況
の
改
善
に
も
つ
な
が
ら
な
い
と
判

断
。
譲
渡
先
と
し
て
、「
中
国
・
四
国

地
区
以
外
の
企
業
」
を
指
定
し
た
。

地
方
銀
行
で
あ
る
ａ
銀
行
は
、
自
行

の
主
要
営
業
エ
リ
ア
で
譲
受
企
業
を
探

す
の
は
困
難
と
判
断
。
提
携
先
の
日
本

Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
す
る
こ
と
と

し
た
。

〈
譲
受
側
の
背
景
・
ニ
ー
ズ
〉

Ｂ
社
は
、
特
定
の
自
動
車
用
駆
動
系

部
品
の
製
造
に
特
化
し
て
お
り
、
そ
の

分
野
の
シ
ェ
ア
で
は
国
内
最
上
位
に
あ

っ
た
。
国
内
外
に
複
数
の
製
造
拠
点
を

有
し
（
中
国
地
区
も
含
む
）、
ト
ヨ

タ
・
ダ
イ
ハ
ツ
他
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各

社
と
の
取
引
は
厚
く
、
優
良
な
業
績
を

維
持
し
て
い
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
。

そ
の
事
業
を
立
て
直
す
過
程
で
、
自

社
の
利
益
構
造
を
見
直
し
、
様
々
な
施

策
を
検
討
す
る
中
で
、
時
間
的
優
位
性

か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
始

め
て
い
た
。

Ｂ
社
の
製
品
は
、
主
に
鍛
造
品
に
精

密
切
削
・
研
磨
の
加
工
を
施
し
た
部
品

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
社
の

得
意
な
技
術
は
切
削
・
研
磨
加
工
に
あ

っ
た
。
鍛
造
品
の
一
部
は
自
社
製
だ
っ

た
も
の
の
、
大
部
分
は
他
社
か
ら
の
調

達
で
あ
り
、
Ｂ
社
の
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
の
幅
広
さ
と
一
品
種
当
た
り
の
発
注

量
の
多
さ
か
ら
、
納
期
の
逼
迫
と
単
価

上
昇
を
招
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
鍛
造

分
野
に
本
格
的
に
進
出
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
強
く
望

む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

〈
譲
受
側
取
引
金
融
機
関
の
動
き
〉

他
県
に
本
拠
が
あ
る
ｂ
銀
行
は
、
Ｂ

社
に
と
っ
て
融
資
順
位
４
番
目
の
取
引

下
位
行
だ
っ
た
が
、
取
引
店
舗
の
支
店

長
は
県
外
店
舗
ら
し
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
で
Ｂ
社
へ
積
極
的
に
訪
問
。
良

好
な
関
係
を
築
い
て
は
い
た
も
の
の
、

融
資
残
高
を
大
き
く
伸
ば
す
決
め
手
に

は
欠
い
て
い
た
。

日
々
の
面
談
を
通
じ
、
Ｂ
社
が
鍛
造

分
野
へ
の
進
出
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を

把
握
。
Ｍ
＆
Ａ
が
有
効
で
は
な
い
か
と

判
断
し
、
以
前
よ
り
本
部
の
専
門
部
署

へ
相
談
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
日

本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
よ
り
Ａ
社
の
案
件

情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
早
速
Ｂ
社
に
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
高
い
関
心
を

示
し
本
件
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
仲
介
に
よ
り

金
融
取
引
の
拡
大
に
成
功

〈
Ｍ
＆
Ａ
の
展
開
と
そ
の
効
果
〉

Ａ
社
の
製
品
は
Ｂ
社
が
調
達
し
て
い

る
鍛
造
品
と
類
似
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、

Ａ
社
か
ら
Ｂ
社
へ
の
製
品
供
給
は
十
分

可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
Ａ
社
社
長

は
、
減
少
し
た
売
上
を
埋
め
ら
れ
る
だ

け
の
仕
事
量
を
Ｂ
社
よ
り
得
ら
れ
る
確

信
を
得
た
。

一
方
で
、
Ｂ
社
が
求
め
て
い
た
も
の

は
自
社
の
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
対

応
で
き
る
多
品
種
供
給
が
可
能
な
製
造

能
力
と
、
新
製
品
開
発
の
た
め
に
多
種

の
鍛
造
金
型
を
設
計
・
製
造
で
き
る
技

術
で
あ
り
、
ま
さ
に
Ａ
社
の
得
意
分
野

で
あ
っ
た
。

商
談
は
両
者
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
大

き
さ
か
ら
順
調
に
進
展
。
１
０
０
％
株

式
譲
渡
お
よ
び
役
員
退
職
慰
労
金
支
給

と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
、
約
３
カ
月
間
で

成
約
し
た
。

ａ
銀
行
は
、
Ａ
社
社
長
の
逡
巡
、
葛

藤
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
決
断
を
後
押

し
す
る
こ
と
で
深
い
信
頼
を
得
た
。
そ

し
て
本
件
の
成
約
後
、
譲
渡
対
価
の
一

部
を
預
か
り
資
産
と
し
て
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

ｂ
銀
行
は
、
初
め
て
の
Ｍ
＆
Ａ
と
な

る
Ｂ
社
の
不
安
に
対
し
、
積
極
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
無
事
成
約
に
導
い

た
こ
と
で
、
買
収
資
金
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
獲
得
し
、
一
躍
、
メ
イ
ン
行
と
並

ぶ
融
資
残
高
と
な
っ
た
。

（
町
田
浩
康
・
上
席
課
長
）

自
動
車
部
品
製
造
業
同
士
の
Ｍ
＆
Ａ

鍛
造
分
野
を
内
製
化
し

前
工
程
へ
の
進
出
を
実
現

譲受側

B社

東海地区

自動車用精密切削部品製造

約２００億円／約３００名
（いずれも国内のみの数字）

b銀行

前工程への進出・内製化率向上

譲渡側

A社

中国地区

自動車用精密鍛造部品製造

約７億円／約３０名

a銀行

後継者不在・先行き不安

本社所在地

事業内容

売上高／従業員

情報源

譲渡・譲受の背景

事例
で学
ぶ

M&A成功のポイントと
金融機関の動き方

ここでは、仲介機関として多くの地域金融機関と
提携する日本M&Aセンターが実際に手掛けた事例
から、M&Aを成功に導くポイントを見ていく。

日本M&Aセンター
金融法人部
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